
人 に や さ し い

多くの建築士・住宅建築関係者さまに
瓦の優れた特性を知っていただくセミナーを実施します。

令和元年10月28日（月）
会場／東京国際フォーラム 【4F G409会議室】
時間／15:00～17:00（開場14:30）

瓦屋根が生み出す日本の美しい風景は、日本建築美の象徴であるとともに、
その高い耐久性から、日本の家屋を守り続けて来ました。
瓦が日本で使われ始めて1400年。過酷な自然環境にさらされる屋根材とし
て、瓦以上に適性の高い材料は未だ現れていません。
近年ではデザインのバリエーションも増え、純和風建築はもちろんのこと、現代
和風建築、洋風建築にも、瓦ならではの質感が住宅に重厚感・高級感を生み
出しています。
しかしながら、相次ぐ自然災害による風評被害、さらには金属屋根など他屋根
材の攻勢もあり、瓦の需要が低下しております。

愛知県陶器瓦工業組合では、地震、台風などの災害に強い施工方法「ガイド
ライン工法」を推奨し、また“瓦は色あせない。再塗装不要”など耐久性の高さ
から、長い目で見れば経済性の高い屋根材であることを、設計士の皆様をは
じめ、建築業界の皆様にＰＲさせていただき、「三州瓦」の需要喚起を図りたい
と考えまして、当セミナーを開催いたします。

参加費 ：無料（事前登録制） ※お申込み方法は裏面をご確認ください
主　催 ： 愛知県陶器瓦工業組合
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会場のご案内

お問合せ

FAXでのお申込み

メールでのお申込み

FAX：0566-52-1203
下記のお申込み書にご記入の上、本チラシ裏面をFAXにてご送付ください

愛知県陶器瓦工業組合
〒 444-1323 愛知県高浜市田戸町1-1-1 TEL：0566-52-1200
URL：www.kawara.gr.jp MAIL：info@kawara.gr.jp

会場／東京国際フォーラム【4F G409会議室】
〒100-0005 東京都千代田区丸の内3-5-1
〈JR線〉
有楽町駅より徒歩1分
東京駅より徒歩5分 (京葉線東京駅とB1F地下コンコースにて連絡)
〈地下鉄〉
有楽町線 ： 有楽町駅(B1F地下コンコースにて連絡）
千代田線 ： 二重橋前駅より徒歩5分/日比谷駅より徒歩7分
丸ノ内線 ： 銀座駅より徒歩5分
銀 座 線  ： 銀座駅より徒歩7分/京橋駅より徒歩7分
三 田 線  ： 日比谷駅より徒歩5分

【現代建築と瓦／建築セミナー お申込み書】

info@kawara.gr.jp
【建築セミナー参加申込み】

お名前・ご勤務先・ご住所・電話番号をご記入の上、お申込みください。

お名前（フリガナ）

ご勤務先　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所属）

ご住所

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX

メールアドレス

※ご記入いただきました事項は、本セミナーの運営、開催目的以外で使用することはありません。

人 に や さ し い

主催 ： 愛知県陶器瓦工業組合
後援 ： （一社）日本建築士事務所協会連合会、 （一社）全日本瓦工事業連盟、 日本屋根外装工事協会、 全国陶器瓦工業組合連合会、 全国いぶし瓦組合連合会、

日本屋根経済新聞社

第2部 ： 基調講演

「風景をつくる建築と屋根」
講師 ： 東 利恵氏（あずま りえ）
　　     東 環境 ・ 建築研究所／代表取締役

リゾート建築から商業建築、住宅まで幅広く設計を行う。
文化、地域、環境などコンテクストを解きながら人の過ごし方を考え、
建築から内装、家具まで手がける。

第1部 ： 屋根断熱の難題はこう解く
講師 ： 荒川 尚美氏（あらかわ なおみ）
　　     日経BP 日経ホームビルダー/日経xTECH 記者

本年4月に発行された「日経ホームビルダー」の特集「屋根断熱の難題はこう解く」など、
わかりやすく、詳細にプレゼンテーションしていただきます。

ナカサアンドパートナーズ

吉田 誠






